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3月号

　　募集　健康チャレンジ
　　募集　自然観察会
　　撮れびあん！
　　近郊を歩く
　　支部通信員おすすめ！
　　春のお出かけスポット

健康チャレンジ実施中！
3月の結果を4/10までにお寄せ下さい。
抽選で2名の方に
「ヨックモック　シガール
（14本入）」プレゼント！

▲詳細はこちら

5

4
3

～今月の紙面～

互助組合お得な情報・ハンドブック
ユーザー名・パスワードともに「         」と入力

12

絵画 ミツマタの森
（退教互　他府県支部）

第50回教美展出品作品
（54cm×79cm）

山田　千惠子
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４月相談事業(無料)

場所：互助組合事務局
対象：組合員（本人・配偶者加入者）
・相談時間１人30分程度、
事前予約制で受付けます。

・必ず電話で２営業日前までに
事務局に申込んでください。
（先着順）☎075-752-0540

生
　活
　相
　談

「
相
続
・
遺
言
書
の
書
き
方
」「
住
宅
・
不
動
産
」

「
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
」
等

４
月
21
日（
火
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

法
　律
　相
　談

「
交
通
事
故
」「
借
金
の
整
理
」

「
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
」
等

４
月
15
日（
水
）10
時
〜
12
時

次の組合員の方々が逝去されました。つつしんでお悔やみ申し上げます。
氏名（敬称略）、支部、ご逝去の日、年齢、最終勤務校の順に掲載しています。

給
付
請
求
の
受
付
期
間
と
振
込
日

１
月
19
日
～
２
月
16
日
受
付
分

→
３
月
16
日
送
金

２
月
17
日
～
３
月
16
日
受
付
分

→
４
月
16
日
送
金

３
月
の
口
座
引
き
落
し
は
19
日

　
３
月
19
日（
木
）に
引
き
落
し
が

あ
る
方
は
、
預
金
口
座
残
金
が
不

足
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
引
き
落
し
明
細
を
記
載

し
た
送
金
・
振
替
通
知
書
は
２
か

月
分
を
ま
と
め
て
偶
数
月
に
送
付

し
ま
す
。
３
月
分
・
４
月
分
は
４

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

公
立
京
都
の
健
康
保
険
か
ら

別
の
健
康
保
険
に
変
更
に
な
る
方
へ

　
公
立
学
校
共
済
組
合
京
都
支
部

（
公
立
京
都
）
の
健
康
保
険
（
任

意
継
続
含
む
）
か
ら
、
別
の
健
康

保
険
へ
変
更
に
な
る
方
は
必
ず
変

更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
公
立
京
都
以
外
の
健
康
保
険

で
受
診
し
た
分
は
、
療
養
補
助
金

請
求
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
公
立
京
都
の
健
康
保
険

で
も
、
任
用
形
態
の
変
更
等
で
記

号
番
号
が
変
更
に
な
る
場
合
は
、

必
ず
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
正
し
い
番
号
が
登
録
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
自
動
給
付
が
で
き

ま
せ
ん
。

割
引
契
約
施
設
に
つ
い
て

３
月
末
日
付
で
契
約
終
了

〈
旅
行
（
ホ
テ
ル
）〉

・
ア
ゴ
ー
ラ
ホ
テ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

・
白
馬
ア
ル
プ
ス
ホ
テ
ル

〈
ス
ポ
ー
ツ
施
設
〉

・
宮
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

４
月
１
日
付
で
契
約
内
容
変
更

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

カテゴリー 施設名 変更後の内容
旅行（ホテル） おごと温泉 湯元舘 宿泊料金から10%引　＊繁忙期除く・他の割引との併用不可

レジャー (THE KOBE CRUISE名称変更)
THE KOBE DINING CRUISE 大人・小人500円引　　＊本人と同伴者13人まで

ショッピング メガネスーパー 店頭販売価格から15%引

住宅関連 クラウンハウス 京都市中京区西ノ京笠殿町159-1に移転（3/31～）
人見建設 【利用方法】初回相談時に組合員又は家族であることを伝える

ウェディング 京都ブライトンホテル
＊2026年11月末で営業休止 【成約特典】ブライトンポイント5万ポイントプレゼントを削除

葬祭サービス・ 
遺品整理等 全国儀式サービス 葬儀支援サービス「基本セット」「充実セット」「お別れ火葬

セット」の3種類に
飲食店 GANKO とんかつ･回転寿司は利用不可

変更は 
こちらから

【注意】
互助組合ＨＰには、右記
の内容はまだ反映されて
いません。
詳細は４月１日以降にご
確認ください。

割引契約一覧
（ユーザー名・�
パスワード）
表紙下参照

＜お問い合わせ＞
総務部　075-771-6186
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事業
報告

1/5～11　京都劇場　418人

前進座観劇会「出雲の阿国」

　前進座創立95年の今年は、16年ぶりに上演となる
「出雲の阿国」。歌舞伎の始祖といわれる阿国の生涯
を描いた有吉佐和子の原作を、華やかな舞踊を交え
た躍動感あふれる舞台で魅せました。
　参加者からは「主演の浜名実貴さんの声・踊り・
凛とした姿に感動！松井誠さんも上手でした」「阿
国と伝介の舞が美しかった。役者さん一人一人の動
き、声の響きに艶を感じました。観劇に行って本当
に良かったです」などの感想が寄せられました。

　お金のプロ　ファイナンシャルプランナーに資産形
成・家計・保険・相続対策等、お金に関することを無
料で個別相談できます。セカンドライフでのライフプ
ラン・シミュレーションを通じて組合員のみなさんの
マネープランが立てられます。

場　　所：互助組合事務局
対　　象：組合員（本人・配偶者加入者）
相 談 員：ブロードマインド㈱

ファイナンシャルプランナー
相談時間：1人90分程度
※事前予約制です。必ず電話で1週間前まで
に事務局に申し込んでください。（先着順）

＜申込・お問い合わせ＞
退職互助部 075－752－0540

毎月の相談事業に
「マネープラン相談」が加わります！

10時45分～
4 月16日（木） 13時15分～

15時～
の 3枠





第1回目

TEL：075‐752‐0540　FAX：075‐771‐6180

各種用紙・詳細はこちらから⇒

健康チャレンジ健康チャレンジ健康チャレンジ
チャレンジ手順

健康づくりにチャレンジして、月替わり賞品をゲット！

「無理なく楽しく続けられること」をモットーに、
自分で目標を設定し運動をするきっかけにしても
らう企画です。
結果をご報告いただいた方の中から毎月抽選で
２名に月替わりの賞品をプレゼントします。

健康チャレンジとは？？

結果申請期間5 / 1～5 /10

期間4 / 1～4 /30

俵屋吉富
都色　京だるま

（9個入）

①１か月でクリアできそうな種目と目標を設定
※月ごとで種目や目標を変えてもＯＫ

たとえば…
・ウォーキングを30分する
・ラジオ体操を毎日する
・ストレッチと筋トレを15分
・ゆっくり散歩をする　など

を記入しFAX・郵送でも申請可能です。

用紙取得ができない場合は…
◆組合員番号 ◆氏名 ◆支部名 ◆チャレンジ月
◆チャレンジ種目と内容 ◆目標達成の有無 ◆感想

②チャレンジした月の翌月１０日までに互助組合へ結果申請と
　感想を送る

③チャレンジした月の翌々月に当選者に景品をお届け＆ホー
　ムページで当選者を発表

④５月互助組合報で全期間の当選者と一部感想を掲載

4 月チャレンジ

結果申請期間6 / 1～6 /10

期間5 / 1～5 /31

ぼうだい本舗
くるみ和三盆・
楓糖渋皮栗

5 月チャレンジ

参加者
募集参加費無料

実施期間4月 1日～ 3月31日

お干菓子の技術を活かし
た京菓子屋のラムネに仲
間入りしたイチゴ味の紅
だるま

京菓子の老舗
上品な甘さと風味

といろ

互助組合報退教互版 2026．3.15
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　散歩中に見つけた何気ない風景、旅先での写真、
我が家の愛犬・愛猫など…なんでもOKです。良い
のが撮れた！と思ったらお気軽にご応募ください。
【応募方法】
組合員番号、組合員氏名、写真の簡単な説明25字
以内（任意）を明記し、HPまたは郵送で送付。
（送り先は表紙下の連絡先を参照。
次回4・7月号掲載予定）
※人物写真を投稿の場合は、被写体
に同意をとるなど、肖像権の侵害
にならないようご注意ください。 投稿はこちら

22

「撮って！」
東支部　岩崎　順子

薬用植物の魅力と歴史に触れてみよう！薬用植物の魅力と歴史に触れてみよう！ 自然観察会
参加者募集

　90年以上前に設立され、京都市左京区の比叡山を望む土地で希少な植物や薬用食物の保全、栽培技術の継
承に携わる植物園です。京都薬用植物園のスタッフの案内で園内を歩きます。

・ハガキ、FAX、右記コード（ホームページ）からお申し込みください（表紙下の連絡先を参照）。
・申込必要事項【氏名・組合員番号・生年月日・年齢・希望時間（第１希望・第２希望）・集合場所・本人の

当日緊急連絡先）】を明記してください。
・現地集合を選択し、自家用車で参加し現地駐車場の利用を希望の場合は、その旨ご記入ください。ただし、

台数に限りがあるため、ご希望に添えない場合があります。周辺道路が非常に狭いため、乗合タクシーまた
は最寄り駅から徒歩を推奨します。

・グループの参加は、まとめて代表者が申し込む、又は備考欄に明記してください。参加要項は各自にお送りします。

◆参加時の同意事項について
研修中に植物や生薬を食べたり、匂いを嗅いだり触

れたりすることによるアレルギーの有無などについて、
同意が必要になります。別途、申込時または、参加決
定時に確認をします。

申込はコチラ

Ⓒ武田薬品・京都薬用植物園 ＊写真の複製禁止

実施日 5月29日（金）
〈午前の部〉10時～12時
〈午後の部〉14時～16時

場　所 武田薬品 京都薬用植物園（京都市左京区一乗寺）
＊最寄り駅（叡山電鉄修学院駅から徒歩約20分）

集合/解散 ①京阪出町柳駅または②現地
＊①は乗合タクシーで出町柳⇔現地間（約15分）を送迎します。

ガイド 京都薬用植物園　職員
定　員 〈午前の部〉・〈午後の部〉各30名

＊申込多数の場合、グループ毎に抽選
参加費 無料 （京都薬用植物園の研修は参加費無料です。

 但し上記、集合解散①の場合、タクシー代として
 お一人700円を後日登録口座より引落します。)

参加対象 組合員（本人・配偶者加入者）／組合員外（家族）
申込締切日 4 月24日（金）

＊参加決定者には 5 月初旬に参加要項を送ります。
　抽選の場合、落選の方には結果通知を送ります。

行　程

＊観察予定エリア：中央標本園･漢方処方園･香辛料園･民間薬園

申
込
方
法

出町柳駅または
現地集合

京都薬用植物園
にて自然観察会　

現地または
出町柳駅解散

4
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右
京
区
北
嵯
峨
エ
リ
ア
は
、
嵐

山
の
ほ
ど
近
く
に
あ
り
な
が
ら
観

光
客
も
少
な
い
静
か
な
場
所
で
す
。

平
安
時
代
の
面
影
を
残
す
風
景
を

眺
め
な
が
ら
散
策
す
る
コ
ー
ス
で

す
。

（
記　
矢
野
）

嵐
電
常
盤
駅
す
ぐ
の
横
断
歩
道

を
渡
り
（
信
号
が
な
い
の
で
要
注

意
）、
丸
太
町
通
り
を
西
に
進
み

ま
す
。
嵯
峨
野
高
校
の
前
に
は
生

徒
の
活
躍
を
知
ら
せ
る
横
断
幕
が

所
狭
し
と
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
越
通
で
右
折
し
、
や
が
て
右
手

に
竹
林
を
臨
み
な
が
ら
緩
や
か
な

坂
道
を
す
す
む
と
、
左
手
に
小
さ

な
公
園
が
あ
り
、そ
の
角
に
、「
千

代
の
古
道
」
と
書
か
れ
た
道
標
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
標

は
、
嵯
峨
院
（
大
覚
寺
）
に
至
る

府
道
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
平
安

時
代
に
都
か
ら
向
か
う
貴
族
た
ち

が
通
っ
た
道
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
条
山
越
通
の
交
差
点
を
左
折

し
て
ほ
ど
な
く
右
手
に
見
え
る
の

が
印
空
寺
で
す
。
山
門
脇
に
「
旧

御
室
御
所
茶
所
」
の
石
碑
が
あ
る

と
お
り
、
御
室
御
所
（
御
室
仁
和

寺
）
門
跡
が
、
外
出
の
際
に
こ
の

地
を
休
憩
所
と
し
て
利
用
し
て
い

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内

に
は
、
葉
の
裏
面
を
削
る
と
文
字

が
か
け
る
こ
と
か
ら
葉
書
の
始
ま

り
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
、
多
羅
葉

の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
印
空
寺
を
出
て
し
ば
ら
く
進
む

と
、
右
手
に
大
き
な
池
が
見
え
て

き
ま
す
。
こ
こ
は
、
古
く
か
ら
観

月
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く

の
歌
が
詠
ま
れ
た
広
沢
池
で
す
。

池
畔
か
ら
は
小
倉
山
や
、
嵯
峨
富

士
と
も
い
わ
れ
る
遍
照
寺
山
な
ど

が
見
渡
せ
、
春
に
は
池
の
周
り
に

植
え
ら
れ
た
桜
が
美
し
く
、
西
南

の
ほ
と
り
に
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の

小
説
「
細
雪
」
に
登
場
す
る
椿
も

佇
ん
で
お
り
、
心
和
む
風
景
が
広

が
り
ま
す
。

　
広
沢
池
の
そ
ば
に
は
兒
神
社
が

あ
り
、
遍
照
寺
を
建
立
し
た
寛
朝

僧
正
の
死
を
悼
み
、
後
を
追
っ
て

広
沢
池
に
身
を
投
じ
た
児
子
が
座

っ
た
と
さ
れ
る
石
椅
子
や
、
境
内

の
土
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
ハ
ー

ト
型
の
石
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

兒
神
社
の
向
か
い
に
は
佛
教
大

学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
そ
の

奥
に
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

宗
教
文
化
を
テ
ー
マ
と
す
る
特
別

展
・
企
画
展
が
開
催
さ
れ
る
と
と

も
に
、
平
常
展
示
で
は
嵯
峨
地
域

の
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
広
く
紹

介
す
る
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す

（
入
館
無
料
）。

　
兒
神
社
か
ら
来
た
道
を
少
し
戻

り
、
遍
照
寺
へ
の
標
識
に
従
っ
て

進
む
と
、
途
中
こ
ん
も
り
と
し
た

塚
の
上
に
、
朱
色
の
鳥
居
が
建
ち

並
ぶ
様
子
を
目
に
し
ま
す
。
広
沢

古
墳
群
の
一
つ
と
さ
れ
る
稲
荷
古

墳
で
、
古
墳
の
上
に
は
富
岡
大
明

神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
を

通
り
過
ぎ
る
と
す
ぐ
右
手
に
遍
照

寺
が
現
れ
ま
す
。
平
安
時
代
中
期

に
寛
朝
僧
正
が
建
立
し
た
遍
照
寺

は
、
も
と
も
と
広
沢
池
の
池
畔
に

あ
り
、
観
世
音
菩
薩
や
多
宝
塔
・

釣
殿
等
が
並
ぶ
広
大
な
寺
院
で
し

た
が
、
寛
朝
僧
正
の
死
後
衰
退
し
、

現
在
の
位
置
に
移
り
ま
し
た
。
境

内
に
は
重
要
文
化
財
の
赤
不
動
明

王
と
十
一
面
観
音
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
（
要
拝
観
料
）。

　
遍
照
寺
を
出
て
南
下
す
る
と
丸

太
町
通
り
に
出
ま
す
。
西
に
17
分

程
歩
く
と
、
Ｊ
Ｒ
嵯
峨
嵐
山
駅
に

到
着
で
す
。
途
中
、
地
元
の
和
菓

子
屋
「
嵯
峨
嘉
」
で
名
物
し
そ
餅

を
買
う
の
も
お
す
す
め
で
す
。　

　
ま
た
、
余
裕
が
あ
る
方
は
、
嵐

山
方
面
へ
足
を
延
ば
し
て
観
光
を

楽
し
む
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

＊
嵐
電　
北
野
線
で
は
、
宇
多
野
駅

か
ら
鳴
滝
駅
間
で
桜
の
ト
ン
ネ
ル

が
楽
し
め
ま
す
。

広沢池の桜

■モデルコース
約4.5㎞、歩行時間約 1時間
歩数　約6,300歩

※施設内の時間・距離は含まれません

嵐電常盤駅⇒（20分）⇒印空寺⇒（11分）⇒
広沢池⇒（3分）⇒兒神社⇒（３分）⇒佛教
大学宗教文化ミュージアム⇒（5分）⇒稲
荷古墳⇒（1分）⇒遍照寺⇒（18分）⇒JR嵯
峨嵐山駅

嵯峨嘉

佛教大学宗教
文化ミュージアム

兒神社

稲荷古墳
遍照寺

嵐電
常盤駅
嵐電
常盤駅

嵐
電
北
野
線

嵐
電
北
野
線

●

●

●
●

●

広沢池
●

●

印空寺

ＪＲ嵯峨嵐山駅

丸太町通り丸太町通り

JR嵯峨野線

●

●
有
栖
川
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く
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「医療費のお知らせ」で療養補助金請求が可能です！
　領収書を添付する方法のほかに、健康保険者が発行する「医療費のお知らせ」を添付する方法で、療
養補助金の請求ができます。「いくつもの医療機関にかかっていて領収書の整理が大変」、「 1 年間分を
まとめて請求したい」といった場合に、「医療費のお知らせ」を使えば簡単に請求でき、大変便利です。
請求される際は、下記の点にご留意ください。

　健康保険から発行される、医療機関等に払った
自己負担額と医療費総額をお知らせするものです。
※発行時期は保険者によって異なります。

ご注意ください ！  用紙間違い多発中 ！

医療費通知で請求 ➡ 第５号様式
領収書で請求　　 ➡ 第１号様式

□ 請求用紙は正しいですか？（添付書類は「医療費のお知らせ（医療費通知）」ですか？「領収書」ですか？）
※医療費のお知らせは第 5号様式で、領収書は第１号様式で請求してください。

□ 請求しようとしている受診月と同月に、特約病院・薬局制度（立替払い制度）を利用していませんか？
※特約病院・薬局制度を利用した月は、従来通り領収書での請求をお願いします。

□ 請求しようとしている受診月と同月に、「医療費のお知らせ」に記載されていない受診科はありませんか？
※ 精神科など「医療費のお知らせ」に記載されない診療科目の領収書がある場合、「医療費のお知らせ」と併せ
て第 5号様式に該当の領収書を添付してください。（健康保険適用の一部負担金が給付対象です）。

※医療費のお知らせに記載のない月の請求は、第 1 号様式に領収書を添付して請求してください。

□  請求しようとしている受診月に、高額療養費（69歳以下：57,600円以上、70歳以上：80,100円以上）
にあたるものはありませんか？
※ 高額療養費に該当する場合、健康保険からの高額療養費支給決定通知書（写し可）を併せて添付してください。

高額療養費に該当しない場合、限度額適用認定証（写し）を併せて添付してください。

医療費のお知らせとは？

請求方法はとっても簡単！

提出前に確認！チェックリスト

不明な点などがありましたら、退職互助部（075‒752‒0540）までお気軽にお尋ねください。

○○○○様
■■■
■■■
■■■
■■■
■■■
■■■

STEP
1

第５号様式「療養補助金請求書（医療費
通知用）」を記入

STEP
2

請求書が上になるように「医療費のお知
らせ」を、表面を揃えて重ね、上部 2 か
所をホチキス留め

医療費のお知らせ組合員番号、生年月日、
記入日、氏名を記入。
自署でない場合は押印

※令和7年9月までは１か月4,200円未満、
10月からは4,700円未満の月や、既に
領収書で請求した月は記入不要です。

※提出いただいた書類はお返ししません。
原本が必要な方はコピーを添付してください。

受診年月
保険診療費

外来 入院

令和7年２月 4,200

令和7年10月 4,700
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南支部

亀岡支部

　中書島に集合し、早速十石舟の乗り場へ向かいました。江戸時代に酒や米や旅客を運んでいた舟が復
元され、水路は春は桜、秋は紅葉と人々を楽しませています。この日も両岸の木々の紅葉や酒蔵の建物
を眺めながら、静かな水面を滑るように進む舟に乗り、情
緒を味わいました。伏見みなと広場で１度下船し、三栖閘
門資料館で水位差を調整する仕組みやその移り変わりを見
学しました。その後、再び乗船し景色を楽しみました。
　十石舟を下りた後は、思い思いに周辺の街を散策したり、
酒蔵の見学をしたりしました。
　昼は会食をして、近況報告をしながら交流を深めました。
うららかな秋を満喫できた１日となりました。

（記　前川　登美子）

　市内の保養施設で恒例のグラウンド・ゴルフ
大会を開催。錦秋のすばらしい風景のなかで、
ゆったりとそして時として真剣に大会を楽しみ
ました。地面の状態がかなり荒れ気味だったの
で、ボールが想定外の動きをすることが多く、
「こりゃ、大変や」との声が秋空に飛び交って
いました。ゲームの合間には、あちこちで久し
ぶりの会話が弾み、会員相互の親睦と交流を深
め、スポーツを満喫する絶好の場となりました。
　そのあとの昼食懇親会のなかで、結果報告と
記念品贈呈式がありました。入賞する秘訣は、
「リラックスして、真っすぐに打つこと」だそ
うです。冬のビニールハウスで練習しようと思
います。

（記　数井　洋次）

伏見の街散策と十石舟

グラウンド・ゴルフ大会 北・左京北支部合同
　初めての北支部・左京北支部の合同バス見学旅行
を実施しました。修学院を出発し、途中北大路を経
由し、合計25名でバスは舞鶴へ出発。昼食準備が
できるまで、机ごとに自己紹介や交流をしました。
　昼食後、最初の見学地、赤れんが博物館に行きま
した。多くのれんがを使ってできており、現在まで
残っているのに感心しました。
　次に舞鶴引揚記念館に向かいました。前に来た時
より改装されていて、宿舎の模型などをじっくり見
て回れました。
　帰りは道の駅で買物をして、車内でクイズをした
り、替え歌などを歌って、無事見学旅行を終える
ことができました。費用等の点からもバス旅行は 2
支部合同開催かなと思いました。

　（記　堀　勢津夫）

舞鶴 日帰りバス旅行

　
最
近
、
ス
マ
ホ
に
向

か
う
時
間
が
増
え
た
。

手
軽
で
便
利
と
い
う
こ

と
に
甘
え
て
手
放
せ
な
く
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
、
ど
ん
ど
ん
記

憶
力
や
想
像
力
が
低
下
す
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
▼
最

新
の
ス
マ
ホ
は
、
Ａ
Ｉ
も
備
え
て

い
る
。
薄
型
の
箱
の
中
に
最
新
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
要
素
が
い
っ
ぱ

い
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
学
習
さ
せ
た
大
量
の
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
文
章
・
画
像
・
音
声
な

ど
を
生
成
す
る
能
力
を
持
っ
た
Ａ

Ｉ
だ
。
従
来
の
Ａ
Ｉ
が
デ
ー
タ
の

分
類
や
分
析
を
主
な
目
的
に
し
て

い
た
の
に
対
し
、生
成
Ａ
Ｉ
は「
０

か
ら
１
を
生
み
出
す
」
能
力
が
強

み
だ
そ
う
だ
▼
し
か
し
な
が
ら
、

生
成
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
そ

の
使
い
方
や
管
理
の
仕
方
を
誤
る

と
、
い
ろ
い
ろ
困
っ
た
問
題
が
起

こ
っ
て
く
る
。
偽
画
像
や
偽
動
画

の
発
信
、
報
道
、
文
化
・
芸
術
分

野
で
の
著
作
権
問
題
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
や
個
人
情
報
流
出
、
そ

し
て
、
軍
事
利
用
な
ど
▼
こ
の
よ

う
な
危
険
性
を
深
く
認
識
し
た
う

え
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
人
間
の

幸
せ
の
た
め
に
使
い
こ
な
す
に
は
、

何
が
必
要
か
、
ど
の
よ
う
な
社
会

的
ル
ー
ル
が
必
要
か
、
よ
く
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
平
塚
）

互助組合報退教互版 2026．3.15
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特
別
展　
北
野
天
神

　
北
野
天
満
宮
に
伝
わ
る
国
宝
・

重
要
文
化
財
17
点
を
中
心
に
全
国

の
天
神
信
仰
ゆ
か
り
の
品
々
を
一

挙
公
開
す
る
特
別
展
。
史
上
初
め

て
国
宝「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻

（
承
久
本
）」を
全
巻
全
場
面
公
開
。

京
都
国
立
博
物
館　
平
成
知
新
館

4
月
18
日（
土
）~
6
月
14
日（
日
）

取
扱
料
金

一
般

１
６
７
０
円

大
学
生　
１
１
１
０
円

高
校
生　
　
６
５
０
円

※
中
学
生
以
下
、
障
が
い
者
本
人
と
そ

の
付
添
人
1
名
は
無
料
（
要
証
明
）

特
別
展　
原
安
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

北
斎
×
広
重

　

葛
飾
北
斎
「
冨
嶽
三
十
六
景
」

や
歌
川
広
重「
東
海
道
五
拾
三
次

之
内
」な
ど
名
所
絵
の
名
品
を
展

示
。

京
都
文
化
博
物
館
4
・
3
階
展
示
室

4
月
18
日（
土
）~
6
月
14
日（
日
）

取
扱
料
金

一
般　
１
５
３
０
円

大
高
生　
　
９
９
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
1
名

は
無
料
（
要
証
明
）

音
楽

宗
次
郎

オ
カ
リ
ー
ナ
の
森
・
心
象
ス
ケ
ッ
チ

曲
目　
透
き
通
る
よ
う
な
朝
に

コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
他

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

4
月
25
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般　
２
４
０
０
円

全
席
指
定

フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
国
際
ピ
ア
ノ
・

コ
ン
ク
ー
ル
の
覇
者

阪
田
知
樹
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

　
「
世
界
一
の
リ
ス
ト
」
と
絶
賛

さ
れ
る
阪
田
が
贈
る
渾
身
の
オ
ー

ル
・
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

5
月
9
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般　
４
５
０
０
円

全
席
指
定

渋
谷
慶
一
郎　
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・

オ
ペ
ラ
﹁
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
﹂

　
Ａ
Ｉ
搭
載
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が

歌
い
手
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ピ
ア

ノ
、
電
子
音
、
映
像
、
１
２
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
仏
教
音
楽
・
声

明
が
融
合
す
る
革
新
的
な
オ
ペ
ラ

作
品
を
大
阪
初
上
演
し
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

5
月
16
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
Ｓ
席
１
１
０
０
０
円

全
席
指
定

髙
木
竜
馬
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
グ
リ
ー
グ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク

ー
ル
優
勝
の
髙
木
が
、
ム
ソ
ル
グ

ス
キ
ー
の
「
展
覧
会
の
絵
」
を
は

じ
め
、
グ
リ
ー
グ
、
ラ
ヴ
ェ
ル
、

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
名
曲
を
演
奏
。

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

5
月
30
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般　
３
７
０
０
円

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
提
示

で
５
０
０
円
返
金

髙
木
凜
々
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

ピ
ア
ノ　
原
嶋
唯

曲
目　
ブ
ラ
ー
ム
ス
:
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
2
番
イ

長
調
作
１
０
０　
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

6
月
13
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
４
０
５
０
円

全
席
指
定

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

城
陽
定
期
演
奏
会

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
王
妃
国
際
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
史
上
最
高

位
の
第
2
位
を
受
賞
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
久
末
航
と
、
指
揮
・
藤
岡
幸
夫

の
競
演
。

指
揮　
藤
岡
幸
夫

ピ
ア
ノ　
久
末
航

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

8
月
23
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般

４
０
５
０
円

学
生（
25
才
以
下
）　
１
８
０
０
円

全
席
指
定

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

わ
ら
び
座　
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
シ
ア
タ
ー

真
昼
の
星
め
ぐ
りThe M

usical

ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
の
ア
ー
ト
と
わ

ら
び
座
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

5
月
26
日
（
火
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
６
３
０
０
円

全
席
指
定

※
子
ど
も
無
料
招
待
を
席
数
限
定
で
実

施
。
詳
細
・
購
入
は
わ
ら
び
座
Ｈ
Ｐ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

メ
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ

　
誰
も
が
一
度
は
観
た
い
傑
作
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

出
演　
笹
本
玲
奈
上
川
一
哉
他

梅
田
芸
術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

5
月
31
日
（
日
）
12
時
30
分
開
演

取
扱
料
金
Ｓ
席
１
４
８
０
０
円

全
席
指
定

※
4
歳
以
上
入
場
可
。
要
チ
ケ
ッ
ト
。

8

展
覧
会

法
方
払
支

※

可
不
記
併
は
込
申
の
等
ズ
イ
ク

号
番
員
合
組
・
名
氏
・
所
住

数
枚
望
希
・）
等
般
一
（
種
券
・
時
日
・
名
演
公
項
事
込
申

法
方
込
申

今月のチケット・ガイド
申込はこちら

・

可
不
消
取
の
後
切
締
込
申
、
定
指
の
席
座

・

選
抽
後
切
締
、
合
場
の
数
多
込
申

・

し
催
い
な
の
き
書
意
注
て
い
つ
に
齢
年
で
外
以
画
映
、
会
覧
展

に

は
て
い
つ

可
不
場
入
の
児
学
就
未

Ｈ
Ｐ
・
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
５―

７
７
１―

６
１
８
０
）、
郵
送
も
可
。

日
切
締
込
申3

月
24

）
火
（日

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

５
月
に
登
録
の
京
都
銀
行
口
座
か
ら
引
落

引
落
で
き
な
い
方
に
は
振
込
用
紙
を
送
付



文
楽

４
月
文
楽
公
演

　
人
形
浄
瑠
璃
三
大
名
作
の
一
つ

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」か
ら
三
つ
子

の
兄
弟
に
焦
点
を
当
て
た
演
目
を

第
一
部
と
第
二
部
で
上
演
。
第
三

部
は
春
ら
し
い
う
ら
ら
か
な
演
目

と
時
代
物
大
作
の
2
部
構
成
で
す
。

第
一
部　
11
時
開
演

　
　
菅
原
伝
授
手
習
鑑
（
道
行
詞

の
甘
替
～
桜
丸
切
腹
の
段
）

第
二
部　
15
時
開
演

　
　
菅
原
伝
授
手
習
鑑
（
北
嵯
峨

の
段
～
寺
子
屋
の
段
）

第
三
部　
17
時
30
分
開
演

　
　
二
人
禿　
ひ
ら
か
な
盛
衰
記

国
立
文
楽
劇
場

4
月
18
日
（
土
）

①
第
一
部
②
第
二
部
③
第
三
部

4
月
19
日
（
日
）

④
第
一
部
⑤
第
二
部
⑥
第
三
部

取
扱
料
金
第
一
部
５
３
６
０
円

第
二
部
４
８
０
０
円

第
三
部
４
８
０
０
円

全
席
指
定

落
語

立
川
志
の
輔
独
演
会

　
京
都
芸
術
劇
場
開
場
25
周
年
を

記
念
し
て
、
今
年
の
「
志
の
輔
ら

く
ご
」
は
4
日
間
開
催
！

京
都
芸
術
劇
場　
春
秋
座

①
5
月
27
日
（
水
）
16
時
開
演

②
5
月
28
日
（
木
）
15
時
開
演

③
5
月
30
日
（
土
）
15
時
開
演

④
5
月
31
日
（
日
）
13
時
開
演

取
扱
料
金

一
般　
４
５
０
０
円

全
席
指
定

浪
曲

玉
川
太
福
独
演
会

　
京
都
を
主
舞
台
に
寅
さ
ん
と
マ

ド
ン
ナ
・
か
が
り
で
展
開
す
る
大

人
の
恋
の
物
語
を
演
じ
ま
す
。

演
目　
「
男
は
つ
ら
い
よ
第
29
作

寅
次
郎
あ
じ
さ
い
の
恋
」

　
　
　
他
二
席

京
都
文
化
博
物
館
6
階
和
室

6
月
7
日
（
日
）
13
時
開
演

取
扱
料
金

一
般　
３
０
０
０
円

全
自
由
席
（
入
場
整
理
番
号
付
）

※
畳
席
で
す
。
折
り
畳
み
い
す
等
の
持

込
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
『
パ
リ
に
咲
く
エ
ト
ワ
ー
ル
』

は
、
春
め
い
た
３
月
に
ぴ
っ
た
り

の
一
作
。
１
９
１
２
年
の
パ
リ
、

日
本
か
ら
や
っ
て
き
た
画
家
を
夢

見
る
フ
ジ
コ
と
、
ナ
ギ
ナ
タ
の
名

手
な
が
ら
バ
レ
エ
に
心
惹
か
れ
る

千
鶴
の
ふ
た
り
が
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
く
…
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
原

案
に
『
魔
女
の
宅
急
便
』
の
近
藤

勝
也
を
迎
え
、
夢
を
追
い
か
け
る

少
女
た
ち
の
奮
闘
を
繊
細
か
つ

瑞
々
し
く
描
く
。

　
一
方
、
同
日
公
開
の
『
マ
ー
テ

ィ
・
シ
ュ
プ
リ
ー
ム
世
界
を
つ

か
め
』
は
、
実
在
の
卓
球
選
手
マ

ー
テ
ィ
・
リ
ー
ズ
マ
ン
の
人
生
に

着
想
を
得
て
、
自
己
中
心
的
な
男

が
卓
球
界
で
成
り
上
が
り
を
目
指

す
物
語
。
野
心
に
燃
え
る
冒
険
を

疾
走
感
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

描
出
し
、
本
年
度
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

主
演
男
優
賞(

テ
ィ
モ
シ
ー
・
シ

ャ
ラ
メ)

ほ
か
９
部
門
ノ
ミ
ネ
ー

ト
と
な
っ
た
。
＊
2
月
19
日
現
在

　
最
後
に
紹
介
す
る
の
は
『
決
断

す
る
と
き
』。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

実
在
し
た“
マ
グ
ダ
レ
ン
洗
濯
所
”

の
人
権
問
題
を
背
景
に
し
た
ク
レ

ア
・
キ
ー
ガ
ン
の
小
説
『
ほ
ん
の

さ
さ
や
か
な
こ
と
』
が
原
作
だ
。

１
９
８
５
年
、
４
人
の
娘
と
妻
と

と
も
に
慎
ま
し
く
暮
ら
す
ビ
ル
は
、

あ
る
日
地
元
の
修
道
院
で
、
酷
い

扱
い
を
受
け
る
少
女
た
ち
の
現
実

を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
絶
対
的

権
力
を
持
つ
教
会
に
盾
突
く
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
が
…
。
多
く
が
語

ら
れ
ず
、
静
か
で
控
え
め
な
作
品

だ
が
、
力
強
い
結
末
が
心
を
震
わ

せ
る
。
当
時
の
社
会
の
闇
を
象
徴

す
る
よ
う
な
修
道
院
長
演
じ
る
エ

ミ
リ
ー
・
ワ
ト
ソ
ン
の
抑
制
さ
れ

た
演
技
も
見
ど
こ
ろ
。

『
パ
リ
に
咲
く
エ
ト
ワ
ー
ル
』

は
13
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ

二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・

ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京

都
桂
川
・
久
御
山
・
高
の
原
に
て
、

『
マ
ー
テ
ィ
・
シ
ュ
プ
リ
ー
ム
世

界
を
つ
か
め
』
は
13
日
か
ら
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｘ
京
都
、
Ｔ
ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ

ン
シ
ネ
マ
京
都
桂
川
に
て
、『
決

断
す
る
と
き
』
は
20
日
か
ら
京
都

シ
ネ
マ
に
て
公
開
予
定
。

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
に
つ
い
て

　
京
都
シ
ネ
マ
の
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
は
、
３
月
23

日（
月
）締
切
、
25
日（
水
）発
送
が

年
度
内
最
終
発
送
で
す
。
次
回
は

4
月
8
日（
水
）発
送
に
な
り
ま
す

の
で
、
計
画

的
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

『決断するとき』

山田　千惠子
（退教互　他府県支部）

絵画

　互助組合報退教互版 ｢春
のお出かけスポット｣ 欄で
目にした、綾部市老富のミ
ツマタ群生地を訪ねました。
　杉林を埋め尽くす可憐な
黄色の絨毯は、これまで見
たこともない幻想的な世界
でした。
　その感動的な光景を水彩
で表現できるように、試行
錯誤しながらも楽しんで描
きました。

年間取扱
チケット詳細・
申込はこちら

互助組合報退教互版 2026．3.15
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所
有
し
て
い
た
場
合
、
書
類
な
ど

が
残
っ
て
い
れ
ば
と
も
か
く
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
す
べ
て
の
不
動
産

を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
見

逃
さ
れ
た
不
動
産
に
つ
い
て
放
置

さ
れ
て
し
ま
う
事
態
が
少
な
か
ら

ず
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
が

所
有
し
て
い
た
不
動
産
の
登
記
の

漏
れ
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
登
記
官
が
特
定
の
被
相
続
人

が
所
有
権
の
登
記
名
義
人
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
全
国
の
不
動
産

に
つ
い
て
一
覧
的
に
リ
ス
ト
化
し

て
証
明
書
と
し
て
交
付
す
る
制
度

が
２
０
２
６
年
2
月
2
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
請
求
で
き
る

の
は
、
所
有
権
の
登
記
名
義
人
と
、

そ
の
相
続
人
そ
の
他
一
般
承
継
者

で
す
。
請
求
方
法
は
、
す
べ
て
の

法
務
局
で
、
書
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

弁
護
士　
村
松　
い
づ
み

（
京
都
法
律
事
務
所
）

所
有
不
動
産
記
録
証
明

制
度

　
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

父
は
、
あ
ち
こ
ち
に
先
祖

代
々
か
ら
引
き
継
い
だ
不
動
産

（
山
林
や
田
畑
も
）
を
所
有
し
て

い
た
ら
し
く
、
そ
の
所
在
が
正
確

に
わ
か
り
ま
せ
ん
。
相
続
登
記
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ど

う
や
っ
て
探
し
た
ら
良
い
で
し
ょ

う
か
。　

２
０
２
４
年
4
月
1
日

か
ら
相
続
登
記
が
義
務
化

さ
れ
、
被
相
続
人
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
知
っ
て
か
ら
3
年
以
内
に

不
動
産
（
土
地
や
建
物
）
の
相
続

登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
当
理
由
が
な
く
登
記
を
し
な
い

と
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
で
も
、
あ
な
た
の
父
親
の
よ
う

に
被
相
続
人
が
多
く
の
不
動
産
を

A Q

ゆ
る
っ
と
す
き
ま
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
膝
痛
軽
減
の
た
め
、
下
肢
の
筋

力
を
つ
け
な
け
れ
ば
と
、
軽
い
ス

ク
ワ
ッ
ト
、
跳
躍
な
ど
ゆ
る
く
て

軽
い
す
き
ま
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ゆ

る
ゆ
る
始
め
ま
し
た
。

上
京
支
部　
桑
山　
富
子

震
災
を
忘
れ
な
い

　

図
書
館
司
書
を
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、「
１
月
１
日
、
１
月
17
日
、

３
月
11
日
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
、
震
災
、
防

災
関
連
の
本
を
並
べ
て
、
生
徒
た

ち
に
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
災

害
被
害
の
実
態
や
写
真
、
文
章
な

ど
、
本
が
生
徒
た
ち
に
語
り
か
け

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
の
準
備
、

心
構
え
な
ど
、
本
は
雄
弁
で
す
。

左
京
北
支
部　
和
田　
知
子

免
許
返
納
後
の
暮
ら
し
ぶ
り

　
運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
１
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
車
に
頼
ら
な
い

生
活
は
不
便
で
す
が
、
自
分
の
運

転
で
人
を
傷
付
け
る
心
配
が
な
く

な
り
、
歩
く
こ
と
が
増
え
て
健
康

に
良
い
こ
と
、
何
よ
り
車
に
必
要

な
経
費
が
無
く
な
り
経
済
的
に
も

助
か
っ
て
い
ま
す
。
運
転
を
し
な

く
な
っ
た
分
の
認
知
症
対
策
に
、

出
来
る
だ
け
文
章
を
書
く
こ
と
、

読
書
を
増
や
す
こ
と
、
会
話
を
増

や
す
こ
と
等
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

東
支
部　
向
井　
秀
夫

先
見
の
明
？

　
「
今
、
何
時
？
」
よ
り
「
今
日
、

何
日
？
」
が
増
え
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
退
職
祝
い
に
い
た
だ
い

た
デ
ジ
タ
ル
時
計
は
日
に
ち
表
示

が
一
番
上
で
一
番
大
き
い
。
も
ら

っ
た
時
は
違
和
感
が
あ
る
時
計
で

し
た
が
、
今
で
は
く
だ
さ
っ
た
方

は
「
す
ご
い
方
‼
」
と
、
有
り
難

さ
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。

伏
見
支
部　
西
田　
隆

絶
景
に
感
動

　
孫
た
ち
を
連
れ
て
、
か
め
お
か

霧
の
テ
ラ
ス
ま
で
登
り
、
雲
海
を

見
て
き
ま
し
た
。
地
元
に
住
ん
で

い
な
が
ら
今
ま
で
見
る
こ
と
の
な

か
っ
た
霧
の
海
。
そ
の
神
秘
的
な

絶
景
に
感
動
し
ま
し
た
。

亀
岡
支
部　
難
波　
一
美

右京支部  作品展
他支部の方歓迎！

日時：3/25（水） 11時～17時
26（木）9 時～16時

会場：サンサ右京「マチコ」
　　　（右京区役所1階）

日
本
に
い
な
が
ら
国
際
交
流

　
喜
寿
を
超
え
健
康
に
気
遣
い
英

語
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
３
年

毎
に
先
生
を
変
え
、
多
く
の
国
の

方
と
話
す
事
で
そ
の
国
の
文
化
、

国
民
性
を
知
り
、
日
本
の
良
さ
を

改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。
外
国

旅
行
は
も
う
行
け
ま
せ
ん
が
世
界

観
が
広
が
っ
て
楽
し
い
で
す
。

宇
治
西
支
部　
山
口　
サ
チ
子

短
歌
づ
く
り
を
通
し
て

　
昨
年
、
与
謝
野
町
に
短
歌
同
好

会
「
つ
ば
く
ろ
会
」
が
立
ち
上
が

り
、
月
１
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

じ
っ
く
り
自
分
の
こ
と
や
、
周
り

の
こ
と
を
見
つ
め
る
時
間
が
持
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

ウ・
・マ
く
作
れ
な
く
て
も
、
楽
し
い

時
間
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

宮
与
支
部　
小
坂　
卓
男

（
京
都
法
律
事
務
所
）
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25名にQUOカードが当たる!!

クイズの応募規定▶締切3月末日必着
（正解・呈賞者は5月号発表）

＊ 支部名、氏名、組合員番号、紙面の感想を明記の
うえ、互助組合まで。ハガキ、FAX、HP（右記
コード）等で応募してください。

＊ お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」に
お断りなく掲載させていただくことがあります。
掲載不可の場合はその旨をお書き添えください。

応募はこちらから

返信メールは届き
ません。

21 5

10

8 9

6

23

7

13

19

21 22

24

1211

1514

17

16

18 20

3 4

▼
当
選
者
（
敬
称
略
）

井
上　
　
繁
（
北
支
部
）

川
本　
律
子
（
北
支
部
）

寒
出　
治
美
（
上
京
支
部
）

伊
東　
睦
子
（
上
京
支
部
）

小
林　
敬
子
（
中
京
支
部
）

松
田
佳
代
子
（
中
京
支
部
）

浅
尾　
彰
俊
（
右
京
支
部
）

服
部
真
貴
子
（
西
京
支
部
）

柴
田　
隆
司
（
左
京
北
支
部
）

林　
　
久
徳
（
左
京
南
支
部
）

嶋
田
健
一
郎
（
東
支
部
）

　
応
募
者
676
名
で
、
673
名
が
正
解
で

し
た
。
新
春
特
別
企
画
と
し
て
、
30

名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

五
十
嵐
早
苗
（
東
支
部
）

立
尾　
友
隆
（
南
支
部
）

古
川　
豊
子
（
伏
見
支
部
）

切
手　
祐
子
（
乙
訓
支
部
）

西
村　
　
徹
（
乙
訓
支
部
）

坂
井　
美
子
（
宇
治
東
支
部
）

笹
井　
　
昭
（
宇
治
東
支
部
）

今
西
千
枝
子
（
宇
治
西
支
部
）

中
村　
久
子
（
山
城
北
支
部
）

足
立
登
規
子
（
山
城
南
支
部
）

中
野　
忠
樹
（
北
桑
田
支
部
）

片
岡　
泰
子
（
亀
岡
支
部
）

八
木　
正
博
（
船
井
支
部
）

麻
田　
育
良
（
船
井
支
部
）

芦
田　
典
明
（
福
知
山
支
部
）

小
長
谷
ル
ミ
（
宮
与
支
部
）

山
副
美
佐
子
（
京
丹
後
支
部
）

佐
上　
郁
子
（
他
府
県
宮
城
）

高
田　
哲
朗
（
他
府
県
奈
良
）

１
月
号
の
答
は

﹁
勇ユ
ウ
オ
ウ
マ
イ
シ
ン

往
邁
進
﹂
で
し
た☆

１
月
号
の
解
答
図

チ ク バ

ナ
イ

イ

ワホンヤ
ジ ルブ

ダ
ラ

カ
カ
ツ

テ
ン

ー
ビ

カ ガ
ト
ル

ピ
ラ
ス

エ
リ
ア

ー ード ス ケ
ワ

エ キ

ト

キ イ モ
ン
メ

ン シ

サ
ナイ

ト

タ ボシ ワ

ロ
コ フ

ハ ス
ザ
クク

チ
イ

オ

ウ

ン

マ
ユ

ウ

シ
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二
重
枠
の
7
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
:
花
の
便
り
を
追
い
か
け
て

●
タ
テ
の
カ
ギ

1

酒
税
な
ど
の
よ
う
に
、
実
際

の
納
税
者
と
納
税
義
務
者
が
異

な
る
税
金
の
総
称

2　
熱
海
市
に
あ
る「
鳳
凰
の
松
」

は
、
日
本
最
大
の
│
│
と
し
て

日
本
記
録
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す

3

オ
フ
ァ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
、

“
売
値
、
売
り
気
配
”
を
意
味

す
る
証
券
用
語

4

サ
バ
ン
ナ
に
群
れ
で
生
息
、

別
名
「
ウ
シ
カ
モ
シ
カ
」
と
も

い
う
動
物

5

ス
ペ
イ
ン
語
で
「
大
釜
」。

火
山
活
動
で
生
じ
た
巨
大
な
凹

地
7

2
0
0
4
年
に
「
紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
」
と
し
て
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
、
│
│

古
道

9　
和
服
の
袖
の
袋
状
に
な
っ
た

部
分
。
ひ
ど
く
泣
く
こ
と
を

「
│
│
を
絞
る
」
と
い
う

12　

せ
り
な
ず
な
ご
ぎ
ょ
う

│
│
ほ
と
け
の
ざ
す
ず
な
す

ず
し
ろ
こ
れ
ぞ
七
草

14　
「
倫
敦
」
と
書
く
、
霧
の
都

16　
衣
服
を
他
の
も
の
に
取
り
替

え
る
こ
と
。
│
│
人
形

18

0
～
3
℃
程
度
で
食
品
を
保

存
す
る
、
冷
蔵
庫
の
│
│
室

20　
こ
の
鳥
が
低
く
飛
ぶ
と
雨
に

な
る
？

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
で
有
名

な
国

4　
同
じ
意
味
の
こ
と
わ
ざ
。
豆

腐
に
鎹
、
│
│
に
釘

6　
「
学
校
」
を
英
語
で

8　
互
い
に
励
ま
し
合
い
つ
つ
向

上
す
る
と
い
う
意
味
の
四
字
熟

語
10　
紅
、
紫
、
里
、
山
と
い
え
ば

ど
ん
な
根
菜
？

11　

森
山
良
子
の
デ
ビ
ュ
ー
曲

「
こ
の
広
い
│
│
い
っ
ぱ
い
」

13　
「
何
も
な
い
」
こ
と
を
表
す

数
字

15　
四
字
熟
語
「
│
│
鶻
落
（
こ

つ
ら
く
）」
と
は
、
書
画
や
文

章
に
力
強
い
勢
い
が
あ
る
こ
と

17　
Ｐ
Ｃ
の
モ
ニ
タ
ー
サ
イ
ズ
を

示
す
単
位

19　
遠
く
へ
旅
立
つ
人
や
、
転
居

な
ど
を
す
る
人
へ
贈
る
は
な
む

け
の
金
品

21　
円
安
と
表
裏
一
体
、
米
通
貨

の
価
値
が
上
が
る
現
象
の
こ
と

22　
雄
の
ロ
バ
と
雌
の
ウ
マ
の
間

に
生
ま
れ
た
動
物

23　
円
舞
曲
=
ワ
ル
ツ
、
輪
舞
曲

=
？

24　
「
吹
く
風
│
│
を
鳴
ら
さ
ず
」

と
は
、
天
下
泰
平
で
あ
る
様
子
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京丹後市
 はなれ こ

離湖公園

Ⓒ京丹後市観光公社Ⓒ京丹後市観光公社Ⓒ京丹後市観光公社Ⓒ京丹後市観光公社Ⓒ京丹後市観光公社Ⓒ京丹後市観光公社

　周囲3.8Kmに及ぶ京都府最大の淡水
湖。春には湖畔を彩る桜が美しく、ライト
アップもされています。

（京丹後支部　清水　茂）

●丹鉄「網野駅」より丹海バス「小浜」下車、
徒歩12分

綾部市
 しゃく おう じ

岩王寺（茅葺の寺）
さんしゅゆ

　寺の庭には樹齢300年という山茱萸の大木が
あり、 4 月中旬には黄色の花が大木いっぱいに
咲きます。また同じ頃に 2 本並んで植えられた
白椿、紅椿の可憐な花が咲き、そこから駐車場
に目を転ずると、そこは桜のトンネルとなっていま
す。この寺は萩の寺としても有名で毎年 9 月中
旬に萩まつりが開催されます。訪れる人があまり
多くなく、花を愛でる穴場です。

（綾部支部　大槻　美千代）
＊2024年度通信員

● JR「綾部駅」よりあやバス西八田線「七百石」下車、
北へ徒歩20分（綾部市七百石町寺の段 1 ）

長岡京市 乙訓寺

Ⓒ京都府広報Ⓒ京都府広報Ⓒ京都府広報Ⓒ京都府広報Ⓒ京都府広報Ⓒ京都府広報Ⓒ京都府広報

　推古天皇の勅願で聖徳太子が創建したと
いわれる、乙訓地方最古の寺です。
　毎年 4 月下旬から5 月上旬にかけて約
2,000株の牡丹が境内いっぱいに咲き誇り

「牡丹の寺」として広く親しまれています。
（乙訓支部　坂根　隆一）

＊2024年度通信員

● 入山料　大人500円　中学生以下無料
＊春の重要文化財特別公開の拝観には別途料金がかかります

●阪急「長岡天神駅」またはJR「長岡京駅」より阪急
バス「薬師堂」下車、徒歩 5 分

の春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春 おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出かけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけかけスススススススススススススススススススススススススススススススススススポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポットポット支部通信員
おすすめ！
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